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1. パソコンを高速化
• アプリ削減

• クリーンアップ 空き容量増

• ＳＳＤへの換装

• メモリー増設

2. 通信環境を改善
• 家のWi-Fi環境改善

• 外出時のフリーWi-Fi利用

3. スマホとの連携
• スマホ写真を利用

• メールの利用

• スケジュール管理

内容



パ ソ コ ン を 高 速 化



全く使わないようなアプリは削除（アンインストール）する。

使わないアプリは削除

設定→アプリ→アプリと機能から削除するアプリを
選択して「アンインストール」を実行



•ＯＳが起動したときに自動的に起動（スタートアッ
プ）してメモリーを占有するアプリが多数あるが、必ず
しも必要でないものは自動起動しないようにする。

•次の手順で自動起動しないようにする。

常駐ソフトの削減

設定→アプリ→
スタートアップから
アプリの起動を「オ
フ」にする。



Ｃドライブの空き容量が少なくなった場合、ゴミ箱など削除可能なファ
イルを削除して空き容量を増やす。

クリーンアップして空き容量を増加

エクスプローラーで、ＰＣ→ローカル
ディスク(C:)を右クリック→プロパティ

「ダウンロードされたプログラ
ムファイル」等を削除をしても
不足する場合は、システムファ
イルのクリーンアップも行う。



ドライブのエラーチェック
動作が異常に遅くなった場合、ハードディスクの一部に障害が
発生していることも考えられるのでチェックを行う。

エクスプローラーで、
ＰＣ→ローカルディス
ク（C:）を右クリック
→ツール→チェック
→ドライブのスキャ
ン



• パソコンの高速化に最も効果があるのが、ハードディ
スクをSSD（Solid State Drive）に換えること。

• パソコンの記憶装置として、これまでハードディスクが
使われてきたが、近年はSSDに置き換わりつつある。

•機械装置であるハードディスクに対して、SSDは半導
体メモリーでできているので、高速、省エネ、衝撃に
強いという特長がある。

•現在では、ハードディスクとの価格差が小さくなってい
る。

ハードディスクをＳＳＤに換装



ハードディスクとの比較（形状）

• ノートパソコンで使われている2.5インチハードディスクと同じサイ
ズで互 換性のあるタイプ（SATA）と、メモリーのような基盤
タイプ（M.2）のものがあります。

• ハードディスクを換装する場合はSATAを使います。
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ＳＡＴＡ Ｍ．２



ハードディスクとの比較（速度）
• ハードディスクに比べてデータを読み書きする速度が５倍になり
ます。

• 私のパソコンでは、Windows10を起動するのに１分半かかっ
ていたのがSATAのＳＳＤに換えると20秒弱で起動するよう
になりました。

• M.2だと更に高速になります。
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記憶装置 読み書き速度（実効）

ハードディスク 100MB/s

ＳＳＤ（ＳＡＴＡ） 500MB/s

ＳＳＤ（Ｍ．２） 2GB/s

ＵＳＢ ２．０ 40MB/s

ＵＳＢ ３．０ 240MB/s



速度 省電力
耐衝撃
性

容量
小型
軽量

コスト

ＳＳＤ ◎ ◎ ◎ 〇 〇 ×

ＨＤＤ 〇 × × ◎ × △

ＵＳＢメ
モリー × ◎ ◎ × ◎ ◎
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パソコンのHDDをSSDに換装する手順

1. SATAタイプのSSDを購入する。

2. SATAをUSBでパソコンに接続するアダプターを入
手し、これによりSSDをパソコンに接続する。

3. ハードディスクの中身を丸ごとSSDにコピーするため
のアプリをインストールし、クローン機能によりSSDに
コピーする。

4. パソコンのケースを開け、ハードディスクとSSDを交
換する。
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ＳＳＤの例
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ＳＡＴＡ→ＵＳＢ変換アダプターの例
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ＨＤＤ→ＳＳＤクローンアプリ
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https://forest.watch.impress.co.jp/library/software/easeustodobu/


HDD→SSD換装手順書

手順書へリンクしている

http://www.sanbe.jp/20191106/ssd.pdf


•現在では、Windows10が必要とするメモリーは、最
低2GB、快適に使うには4GB必要となっている。

• メモリーはCPUが処理をするときの作業領域として使
われるが、不足すると内蔵ディスク（HDD,SSD）
の一部領域を使うので、処理速度が低下する。

• メモリ使用量の確認方法

メモリー増設

「Ctrl」キーと「Alt」キー
を押しながら「Delete」
キーを押し、出てくる
メニューから「タスクマ
ネージャー」を選択し、
パフォーマンス→メモリ



• PCメーカーが指定している規格のメモリーを購入し、
パソコンにメモリを挿入する。
（パソコンの説明書を参照）

メモリーの増設方法

ノートパソコン用メモリーの例

ノートパソコン裏の蓋を開けて
メモリーを挿入する。


